
乳幼児が椅子に座る行為を学習する過程（1)
――姿勢を通じた文化的環境との関係性の発達――

The process by which infants learn to sit on a chair (1)
——Development of physical postural relationships with the cultural environment ——
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要 約

環境の中で自由に移動しつつ、同時に物に制約され包まれる存在としてある人間にとって、椅子と
いう存在は居住環境（家具）とも道具ともみなすことのできる独特な性格をもっている。本研究では、
人間の精神発達、とりわけ対物・対人的な関係の形成において、椅子が果たす役割について考察する
ことを目的として、その知覚的特性、歴史・文化的な変遷、感覚運動的段階にある乳幼児にとっての
認知上の制約、さらには椅子の上での活動に際しての姿勢保持の問題、異なる文化の下での椅子に
座っての活動の位置づけについて、各分野の研究動向をふまえつつ、研究を進めるうえでの視点の整
理を行った。それを通じて、乳幼児の椅子にたいするかかわりが対人的なかかわりと絡み合いつつ、
座る行為へと導かれていく過程について、インタビューや観察記録で得られたデータ分析を行う上で
留意すべき視点を確認した。
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⚑．はじめに

今日、我々は日々公共の場において、椅子という
ものを、ありふれた環境の一要素として、それに腰
掛け、日常生活を営んでいる。しかしひとたび家庭
に入ると、生活の場は床を基準とした、座る生活へ
と変化する文化をもまた共有している。竹内・上
原・亀島（2001）は「文化特異的養育行動と子ども
の感情制御行動の発達：その日中比較」の一環とし
て、上海市内の託児所と大阪府内の保育所に通所す
る乳児（⚑～⚒歳児）と保育者について、施設内で
の自由遊び場面、設定場面、食事場面における観察
を行った。同時に、上海の託児所においては養育環
境に関する養育者へのアンケート（家族構成、託児
理由、自宅の居住・養育空間、養育支援の情報源）
も実施した。観察結果の分析において、観察セッ
ション中に生起した視線と姿勢、発声の頻度から
「椅子に座る」文化（上海）と「床に座る」文化（大
阪）の違いが、保育者の視線の向け方の違いと関連
していることが示唆された。またアンケート結果か
らは、保育者と養育者との関係を含む子育て支援シ

ステムの違いが示唆された。これらの結果より、感
情制御行動の形成に各文化に特有の環境とその中で
の養育行動が影響を及ぼしていることが示唆され
た。本研究は、その成果を踏まえ、誕生した乳幼児
が入り込む居住環境内のとりわけ椅子という、家具
として、同時に活動に際しての道具として環境内に
存在する対象物に着目し、乳幼児の対人・対物関係
の発達において椅子が持つ意味について考察するこ
とを目的とする。

⚒．環境との関係を媒介する道具として
の椅子

人間は直立二足歩行によって手が自由になり、道
具を使った活動が可能となった。身体移動とは異な
る機能を有するようになった手によって、狩猟生活
や採収生活においては、道具を利用した自然物の獲
得が可能になった。一方、道具の製作については、
脚を使った移動は必要としない。場所が固定され、
座した姿勢で行われる集中力を要する活動であると
いえる。
人種・民族を問わず、そのような作業において姿
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勢を維持する道具立てとして、一般に椅子といわれ
る道具が使用されてきた。民俗学の標本資料目録
データベースを検索すれば、⚔本の脚をもつ椅子か
ら、枕木の如く地面に敷かれた板切れまで、そのカ
テゴリーに属する世界各地から収集された「椅子」
が多数表示される。後述するように和服の「帯」、
袴の「腰版」や他の道具との接続を前提とした機
（はた）の「腰当て」の様なものも、機能的にはそ
れに類するものと位置づけられる場合がある。本研
究では、それらにも着目しつつ、家具として家屋の
内外に固定的に配置された椅子に目を向けていくこ
とにする。
Gibson（1979）の解釈に従えば、椅子は通常は床
に固定的に設置されているという点で「付着対象
（attached object）」であり、また目的に応じて臨機
応変に移動可能であるという点において「遊離対象
（detached object）」でもある。子どもの「成長や発
達」という軸を据えて言い換えるならば、それは付
着対象から、付着対象の属性を維持しながら遊離対
象ともなっていく道具的存在である。
我々の生活の中では、椅子は「道具」として立ち
現れるよりも、「環境」の一部として立ち現れてく
る。しかしそれは決して「自然環境」ではなく同種
の他個体によって設置されたものである。
生物個体が身体の外部に身体を支える環境を形作
る試みは、他の生物においてもみられる。Dawkins
（1982）の理論に基づき、生物がつくる体外構造が
生物の身体構造とともに進化の過程で精緻に形づく
られてきたという主張、すなわち「延長された表現
型」としてのそれら体外構造を生物の表現型の「延
長」と見る観点からの Turner（2002，2011）等の
研究も存在する。
ゴカイの潜穴、蟻塚など昆虫の巣穴から、ビー
バーの構築するダムに至るまで、巣作りによって、
身体の周りにめぐらされた環境は、個体を包み込む
構造物として、物理学的（力学的、音響学的、他）
もしくは化学的（呼吸システムを維持する栄養成分
等）に、身体を環境との有益な関係を維持し、遺伝
的に伝えられる。しかし、ヒトが周囲に作り上げる
環境は、少し異なった様相を帯びている。それは遺
伝的に伝えられるものではない。

⚓．文化的な環境の要素としての椅子

他の生物の場合、環境世界との絶えざる循環的な

相互作用のなかで築かれる外部構造の多くは遺伝的
に獲得された本能的な行動としてその個体によって
本能として実行され、構築される。人間の場合、椅
子などの家具はそのような循環に外部から文化とい
う形で、関与が行われる。すなわち、これらは当該
個体により構築されるのではなく、個体はそれにた
いして、当初から完成された椅子という存在として
出会う。Lewin（1935）によって理解された、人間
にとっての「場」の構造は「自然」ではなく「歴史・
文化」を背負って構成されている。「環境世界
（Umwelt）」を提唱する Uexküll（1940）も、その
環境世界の範囲内においてという条件のもと、以下
のように述べている。

われわれ人間が動物に優っている点は、生来
もっている人間の本性の広がりを広げることが
できるというところにある。なるほど人間は新
しい器官を作ることはできないが、補助手段を
与えることはできる。知覚道具も、作業道具も
人間が作った。そしてそれを利用できる人間の
一人一人に、その環境世界を深め広げる可能性
を与えるのである。環境世界の範囲からはみ出
すものは何一つない。

もちろんその成立においては、自然の環境との絶
えざるかかわりによって環境が構築され、洗練され
る歴史が存在する。類人に近い高度な社会的知性を
持つ（藤田，2009）と予想されるフサオマキザルの
道具利用に関する研究（Visalberghi et al., 2009）に
おいて、作業の土台となる（金床的な役割を果たす）
石を中心として、ヤシの実とそれを打ち割る石と
が、その場所に運ばれてくる例がある。フサオマキ
ザルは土台の石が置かれた作業場とヤシの実、およ
び、ヤシの実と打ち砕く石との各々の関係を理解し
つつ、作業環境を構築してきた歴史をもつ。生まれ
てきた子ザルにとって、環境は所与のものとして立
ち現れるが、成人ザルの洗練された道具利用を目の
当たりにして、それを観察しつつ行為の様式を模倣
することを通じた学習が行われることになる。後述
する心的表象の度合いは人間と大きく異なることが
分かっているが、ここに存在する環境世界は、サル
の文化と歴史を背負ったものであることに違いはな
い。
人間の場合においては、多様な生活活動を前提し
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て、居住空間という構造化された道具立てが組み込
まれた固定された空間が存在する。その仕様を確定
し、構築し、運用するに際しては、集団内の大人世
代の意識的活動が関与し、文化として伝えるべき内
容（使用の様式）が存在する。
周産期の習慣と育児の道具、および子ども部屋に
かかわる考察のなかで、生まれてきた子どもの入り
込む生活環境について陳（2003）は以下のように述
べる。

養育者としての大人はある特定な環境（地
域、住居およびその中の家具や生活設備などの
具体的な設定）に生活し子育てをする。子育て
の環境として、あるいは少なくとも子どもがい
る場所として、この特定な環境の設定は、養育
者の子ども観、子育ての目的などの事柄と密接
に関連する。

⚔．椅子に座ることにかかわる行動発達
と心理的過程

大人によって構成された環境の中に生まれ落ちた
子どもは、そのような環境世界からの誘い掛けに応
じて、かかわりを開始する。しかしながら、大人の
道具イメージの世界で構築された椅子という物に立
ち向かう乳幼児は、当初からそれを「座るもの」と
位置付けて関与を開始するわけではない。即ち、椅
子の機能の獲得は椅子が誘い掛けてくるのではな
い。更に付言するならば、椅子に座った状態で、そ
の構造を活用しての円滑な行為の実現は、主体的で
意識的な椅子利用の様式の獲得を前提する。
Выготский（1984）は、Lewin が1926年に紹介
した幼児（Lewin の⚑歳⚗ヵ月の娘Hannah）の「対
象物に腰掛ける」行為にかかわる映像1)を解釈する
なかで、状況拘束性のもとで状況のなかの力学的部
分として入り込むという「場の構造に専ら適合させ
た行動」をとる幼児にとって、椅子に座るという行
為は「他にありうることの知識」を持ち込めない幼
児には達成困難な極めて高度な活動であることを指
摘している。ここでの石は Gibson（1979）の「ア
フ ォ ー ダ ン ス（affordance）」の 由 来 と な る

ʠAufforderungscharakter（誘発性）ʡという「ある
種の命令的な性格を獲得」した対象物として幼児の
前に立ち現れるが、感覚運動的な対応の段階に留ま
る幼児はそれに座ることができない。Выготский
は石に両手をつきながら座ることなくその周囲を回
転し続ける幼児の映像について以下のように記述
し、解釈を行っている。

このようにして、子どもはもっぱら現在の状
況に拘束されるのです。幼児期の子どもは、よ
り年長の子どもと異なり、他にあり得ることに
ついての知識をこの状況のなかに持ち込みませ
ん。（中略）
レヴィンは、二歳までの子どもにとっては、
子どもの視界にない対象の上に腰掛けるという
課題がどのような困難を引き起こすかを示す実
験を記録しました。これは、大きな石を使った
実験で、子どもはすべての側から石を一回りし
て、それをなでる等しました。それから子ども
は座るために背を向けますが、背を向けたとた
ん、子どもは石を見失います。そこで子どもは
石につかまって、座るために向きを変えます。
最後に、一人の子どもが写真に撮られたのです
が（これはレヴィンの本に引用されました。K.
Levin, 1926）、ついに独自のやり方で困難を切
り抜けました。かれは、ちょっとかがんで、石
に背を向けて立ちながら、それを視野に置くた
めに足の間からながめました。そうすると、か
れは座ることに成功したのです。幾人かの子ど
もは、手を石にあてることによって、救われて
います。別の場合には、実験者自身が、子ども
の手を石の上に置いて、子どもが自分自身の手
の上に坐るようにしました。というのは、子ど
もには、かれが手でおおっている石の一部分の
後ろに石全体があるという感覚がないからで
す。直感的な場による子どもの被拘束性は、お
そらくこのような状況における子どもの意識特
有の活動を示しています。

われわれ大人は椅子によじ登って座るのではな
く、椅子面と身体との関係をイメージしつつ、逆方

1）松野豊（2004）が翻訳紹介する Lewin とВыготскийとの交流関係についてのBluma Zeigarnik の回想インタビュー、
およびVygotsky（2018）に、この映像に関する解説がある。なお本映像についてはʠLewin, Kurt. 1925, about. Field
Forces as Impediments to a Performance. 09 : 04 min.ʡというタイトルのアーカイブが存在する。
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向を向いて、椅子を視野外においたまま着席する。
その際、身体と椅子との関係は視覚的に確認される
のではなく、感覚運動行為の協応を可能にする表象
世界での心内操作の媒介のもとで確認される。
Lewin のʠAufforderungscharakterʡ（「誘発性」）
と い う 用 語 か ら 独 自 の ア フ ォ ー ダ ン ス
（ʠaffordanceʡ）概念をその後提起した Gibson
（1979）は、その概念に基づいて、「もしも陸地の表
面がほぼ水平（傾斜しておらず）で、平坦（凹凸が
なく）で、十分な広がり（動物の大きさに対して）
をもっていて、その材質が堅い（動物の体重に比し
て）ならば、その表面は支える（support）ことを
アフォードする」と定義する。さらに、「先の⚔つ
の特性を備えた支えの面が、もし地面よりも膝の高
さほど高ければ、その面はその上に坐ることをア
フォードする。我々は一般にはそれを坐るもの
（seat）とよぶ」と椅子の特性に言及し、さらに「子
供にとっての膝の高さは、大人にとっての膝の高さ
とは同じではないので、そのアフォーダンスは個々
の人の背の高さと関係している。」と付け加えてい
る。
しかしながら、「もし、ある面が水平で、平坦で、
広がりがあり、堅くて、知覚者に対して膝の高さに
あるならば、事実その面は坐れるものである。もし
これらの特性をまさに備えていると弁別されるなら
ば、それは坐ることのできるものに見えるに違いな
い」と知覚次元での解釈を述べるにとどまり、
Lewin の観察事例においてみられた幼児が〈石か
ら「坐るもの」として坐る行為をアフォードされな
がらも、坐ることができずにそれに両手をついたま
ま石の周りを回転する行為〉を説明できる次元まで
問題を具体的に説明はできていない。
ただし、別の箇所で Gibson は以下のように社会
化という視点から行為の発達に関わる要件に言及し
ている。

子供はまず最初に自分に対する、自分自身の
行動に対する対象のもつアフォーダンスを、知
覚し始めることは疑いない。子供は自分自身の
脚や身体や手との関係で歩いたり、坐ったり、
掴んだりする。しかし、子供は、自分自身に対
するアフォーダンスだけでなく、他の人に対し
て対象がもつアフォーダンスをも知覚すること
を学習しなければならない。（中略）

それぞれの子供が自分自身はもちろん、他の
人にとって、対象がもっている価値をそれぞれ
の子供が知覚して初めて、子供は社会化しだす
のである。

この「他の人にとって対象がもっている価値」に
かかわる表象レベルでの操作が、すなわち、「異なっ
た観察点で同じ立体の形を子供に知覚させることを
可能にする不変項や、同じように、異なった観察点
で⚒人以上の子供達に同一の形を知覚させることを
可能にする不変項」を認知レベルで可能にすること
で、椅子に座る行為が達成できることが説明される
と考えられる。

⚕．椅子に座っての姿勢維持と身体運動

椅子に座ろうとする行動から、座って後の行動に
視点を移して考えると、座った状態での姿勢維持と
世界との関りとしての身体運動が次に問題となって
くる。世界を眺め、かつ新たな関わりの関係がどの
ように実現しているのかという問題である。
上述したように「姿勢の維持」という機能につい
ては、矢田部（2004，2018）が述べているように、
椅子に限定せず、広く袴の「腰板」や結城つむぎの
織機である「居座機」の欅の皮でできた「半円形に
湾曲した腰当て」も、上体のあらゆる動きを支える
「ラウンドバック（円形支持）」で作業道具と身体と
の安定した関係を維持する用具という意味において
は、「椅子」に類するものと考えることもできる。
椅子と姿勢維持および身体運動とのかかわりにつ
いては、重度の肢体不自由者の「矯正」を目指して
導入される椅子に、主体の自由度が算定された構造
を持ち込むことで、障がい者が自ら動きの障がいを
克服する契機となる事例が示唆を与えくれる。「動
きの障害は「姿勢ぎめの困難」として再定義される」
と佐々木（1990）が指摘するその事例として、野村
（2007a，2007b）の報告が挙げられる。
野村・佐々木（2007）の対談において野村は、
Gibson が脊椎動物の⚕種類の知覚システムのうち
の「大地と身体との関係を知覚するための『基礎定
位のシステム』」としての姿勢を重視していること
を指摘し、椅子作りが「定位の場を作り出す」こと
であるという視点から、脳性麻痺の重い障がいをも
つ子どもが安心して動き出せる場としての椅子を位
置づけたシーティングセラピー（Seating Therapy）
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と呼ばれるリハビリテーションを紹介している。
我々の身体を支え運動の方向を決める骨はすべて関
節によってつながっており、「この関節はブロック
のように固定されたものではなく、足関節から顎関
節に至るまで全て可動性でバランスをとりながらつ
ながっている」（野村，2007）という前提で、野村
は以下のように説明する。
「身体の後ろ側の奥の筋肉は背骨にくっついてい
ます。視点とする骨があるから背中の筋肉は収縮し
やすい」。一方で、「腹側にある筋にはよりどころと
なる骨がなく、しかも腹筋は長さの長い筋肉なの
で、機能的に収縮させることが難しい」。ここで腹
筋をいかに働かせるかが姿勢定位の大きなポイント
になっていくる。使える背中の筋で上体を起こし、
手を使わせる訓練は姿勢保持に必要な体幹筋の働き
に注目すれば、背中だけを過剰にはたらかせてい
て、発達させるべき腹筋の訓練にはなっていないこ
とになる。このような理由から、「後ろもたれ」の
姿勢すなわち「腹筋の長さを最適な長さに保つこと
のできる位置をキープする」ことで、筋肉を一定の
長さに保たせ、「最適な状態に調整することで楽に
起きることができ、まわりも見ることができ」るよ
うになる。この状態を維持しつつ「楽にもたれた状
態で手や首などを動かすことで、体軸の発達も同時
に促されてくる」。そして、身体の歪みによって「浮
いている」ところにサポートを入れながら「理想状
態に固定するのではなくて、どちらかというと活動
に導く」方向でリハビリを行う。
佐々木（1990）が「『姿勢』は静止ではなく『動き』
の根源的な単位として、物理的に一義的に定義でき
るものではなく、環境の状態と緊密なインターラク
ションが決定するものとしてとらえられている」と
指摘するように、椅子は身体を固定するのではな
く、矢田部（2004）の欅の腰当て事例について上述
した、活動において身体を動かす軸を椅子によって
見出す、という機能が託されていることがここにお
いても確認できる。
身体の姿勢をある一定の範囲に固定することで、
何が可能になっていくのか、人間はどのようにそれ
を学習し、活用することで、その姿勢での様々な生
活活動を展開し、有効に活動できる環境を創出して
いるのか。とりわけ乳幼児期におけるその解明が必
要とされる。

⚖．イス坐とユカ坐という居住文化とそ
の変遷

本研究においては、椅子に座る事を通じて、どの
ような活動において、何（人あるいは物）に対して
どのような姿勢で臨み、どのような関係が可能また
は優勢になるのかという点に目を向けている。それ
を理解するには、どのような文化的背景を持つ居住
環境の下で椅子に座る行為が要請されるかという点
も含め考察することが必要になる。
今回、「椅子に座る」行為に着目するに至る経緯
については、中国の「椅子に座る」文化と日本の「床
に座る」文化という対比を本論冒頭において述べ
た。勿論、歴史において両文化は当初からそのよう
な「道具立ての対比」で表現できる文化として各々
存在したわけではない。
山折（1981）によれば、漢の時代に「胡牀（こしょ
う）」という携帯用の床几が用いられ、「倚坐（い
ざ）」すなわち将棋や腰掛のようなものに倚って座
るようになるまでは、古代の中国人は「坐または尻、
跪、居、箕踞（ききょ）」の四種の坐法あるいは「牀」
や「榻（とう）」の上に「平坐」（「地に坐る」）の姿
勢で座っていた、と述べられている。
「坐」または「尻」は正坐を意味し、「居」は「蹲
踞」、「箕踞」は両脚を前に伸ばして座る方法である。
一方で、「牀」や「榻」はその上に座ったり横臥す
るしたりするため、一定の場所に固定された家具を
指す。石丸・石村（2004）はこれら「中国古典様式
家具の坐臥具が、和様化して日本の室内構成要素や
家具に影響している」ことを確認しているが、これ
はすなわち、中国の「立つ」文化の中での坐臥具が、
日本の「坐る」文化の（家具ではなく）部屋の床一
面もしくは一段高い「床の間」や、「土間から床に
上がる踏み段」へと変化していった事例であるとい
う見方をするならば、日常活動を「椅子から立つ」
ことで行う文化と「床に座る」ことで行う文化の違
いは形態を変化させつつも保持されていることが想
定できる。
ユカ坐文化にイス坐文化が入り込んできた日本に
おいて椅子を介した活動を理解していくためには、
ユカ坐文化に、イス坐文化がどのように入り込んで
きたかについて、確認しておくことが必要である。
またそこで、視線の高さが議論の項目に入っている
ことにも目を向ける必要がある。
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日本におけるユカ坐からイス坐への移行という、
開国以降の近代化の中で追求されてきた志向は、国
家主導であったとしても、椅子という家具の導入だ
けがその課題であったのではない2)。沢田（1995）
が、戦後の「住まい様式の創造」を展望して出版さ
れた西山（1947）の『これからのすまい』において、
ユカ坐からイス坐への移行に際して「後ろ髪を引っ
ぱっているもの」として「家具の問題」、「暖房の問
題」、「衣服の問題」、「上足の問題」が挙げられてい
ることに言及しているように、生活水準と伝統的な
衣と住の文化から由来するところの種々の事情がそ
こに折り重なって問題となっていることがわかる。
沢田は西山の提示した「新しい起居様式の型」と
して、可能性としての以下の戦後の「三つの行き方」
を紹介している。

①二重生活の完全な清算のあとに来る完成された
起居様式を洋風イスザ生活と考え、この完成さ
れた形をそのまま実現しようとする行き方。
②イスザとユカザを内面的に融合させようとしつ
つより接近させたものであり、ユカザ生活を残
し、住宅の一部のユカをイスザの坐高だけ高く
し、そこにユカザ生活を残し、同じ住まい空間
のうちに両様式を統一して新しい起居様式を生
み出そうとする行き方。
③一般に広く多くの人々が止むを得ず実行してい
るもっと手っ取り早い行き方。それはとりあえ
ずイスザ生活を従来の住宅の中に必要の最小限
度だけ持ち込んで、ユカザ生活の耐え難い窮屈
さと非能率、不愉快を避けようとする行き方。
例えば学生の下宿住まいの様式であり、上足の
ユカ面に坐り、そこに寝る。そしてそこへ同時
に椅子も腰掛机もおく、という方法である。ユ
カザ生活を基調とし、とりあえず体勢と起居、
家内作業に必要な程度の極く少ない支持家具を
導入し歪められた「ユカザ生活」を改善してい
くやり方。ここでは当分は寝床形式をそのまま
とし、休息と作業用の支持家具として必要な椅
子、机だけを取り入れていく形である。

そしてこの第三の行き方、すなわち西山が「最も
素朴で一見ブザマに見え又調和の失われている様に

感じられる第三の行き方が、国民的な住まい様式の
改革として最も現実性があり、かつ含蓄のある行き
方だと考える」と結論付けた第三の行き方が、「さ
まざまな姿でくつろぐ今日のだんらん場面そのもの
であることに驚きを覚える」と沢田が述べているよ
うに、西山の提起した提言が現代の日本国内におけ
る標準形を予測していたことが確認できる。
西山（1947）はそこで、この第三の行き方にかか
わって、坐の姿勢について以下のように提案してい
る。

座る姿勢としてはイス坐が主体となるが、一
部分にユカ坐が残ることを認めねばならない。
この場合所謂「正座」が残るかどうかは問題で
ある。正座は明に不自然な姿勢である。昔の
「ねまる」（引用者注：東北地方の方言で「黙座
する」の意）楽座様式が主となるべきものと思
う。婦人の坐り方については従来の考えからす
ればこの方式は大いに問題となる。併し現在の
着流しの和服様式がズボン式或はスカート式に
かわると、婦人も強いて正座を死守する必要が
なくなる。楽坐とまでは行かなくとも、立て膝
の様な坐り方が可笑しくないようになってい
い。

また視線の高さについて、西山（2018）は「目の
高さの統一にたよって両者を折衷しようとした藤井
厚二教授の主張（引用者注：上記「第二の行き方」
に該当）はさらに規模の拡大を要求する。これに対
して目の高さへのこだわりは封建的身分制度に結び
ついたもので、将来そういうものにこだわらないイ
スザとユカザの融合が生まれるべきだと展望してい
る」とこの当時の議論を解説している。来客をユカ
坐に座らせて、家人がイス坐で応対することの違和
感が現代においても残っているとすれば、その葛藤
は生きていることになる。
明治、大正、昭和を通じて、イス坐文化は日本文
化の中に徐々に定着していった。昭和初期から後期
にかけて、ユカ坐文化の中で育つ子どもは、座るこ
とに関わる「しつけ」を通じて、とりわけ卓袱台を
前にして座る行為に関する厳格な規範を要求されて
きた。一方で、学習環境においては学校及び家庭で

2）開国当時の日本の家屋についてはMorse（1886）が詳しい。
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の机といすの生活は定着してきたとはいえその規範
についてはユカ坐のしつけに比較して明確な様式は
見いだされなかった。沢田は以下のように指摘す
る。

あいさつにしろ、会話にしろ、儀式にしろ、
人と人とがコミュニケーションする場面での姿
勢は、互いの意思表示の有力な手段になる。姿
勢は身体符号として、人間生活にとって重要な
意味をもっている。したがって、そうした場面
での人間の立ち居ふるまいを洗練させるため
に、欧米では、イスに腰掛けるときの姿勢につ
いても幼少期からごく自然にしつけが行なわれ
ているし、美しいイス坐の立ち居ふるまいにつ
いての規範も存在している。（中略）
一方、日本の住宅におけるイス坐を振り返っ
てみると、生活改善の目標として注目したの
は、合理的で健康的な生活を可能にする意味で
のイス坐の利点であった。儀礼的なイス坐やイ
ス坐の規範については、注目されないまま進む
ことになった。

ここでいう規範は単なる行儀良さという意味では
なく、基本的な人間関係のとり方の様式と捉えるな
らば、和洋の様式を問わず、食卓に乳幼児用の椅子
が一般的に持ち込まれている一方で、家屋や室内の
家具配置の仕様がユカ坐主体でありつつも各家庭で
まちまちである現状において「混乱」が生じるのは
当然と云え、現状を把握する調査研究において留意
すべき点であると考えられる。

⚗．椅子をめぐる姿勢と視線に関する比
較文化的視点

前節で述べた日本固有の住宅様式とその中での椅
子利用の様式を浮き彫りにする上で、比較文化的に
日本の養育・保育環境を見つめなおすことは、有益
な視点を提供するものと考えられる。上海と大阪に
おける比較研究（竹内他，2001；竹内，2003）で観
察された保育場面に立ち戻って考えるならば、発達
の途上で、床から立ち上がって、歩行を開始すると
いうプロセスの中で椅子に出会うことにおいては上
海・大阪とも同様の方向性をもっている。しかしな
がら、同じ椅子が置かれているとはいえ、それぞれ
の文化を背負った空間構成において、その物理的配

置とそれにかかわって乳幼児に対してとられる、保
育場面での乳幼児の身体の姿勢に関わる行為の導き
方には幾分の違いがあることを、観察場面とした二
つの保育施設で確認することができた。
例えば、部屋内の物の配置については、大阪の場
合は壁面構成以外は頭上には電灯以外の物は配置さ
れていないのに比して、上海においては乳児向けの
注意を惹く飾りつけがなされ、保育の場面において
もそれを見上げる声掛けが時折なされたりする。大
阪の保育所においては、保育室の床面は全て靴を脱
いだ形で活動できるのに比して、上海においては歩
行以前の乳児がユカ坐の姿勢で活動できる区画は柵
で囲われ、歩行を開始した幼児クラスの場合、柵は
取り払われてはいるが、ユカ坐の姿勢で玩具等で遊
べる絨毯面の区画では靴を脱ぐことが促されるが、
そこ以外のフローリングの区画に出る際には靴を履
くことが促されるという形で、同じ保育室内におい
て二つの領域が異なった姿勢を取ることが厳格に守
られている。さらに上海の乳児については、この二
つの区画について、月齢に応じてフローリングでの
活動には歩行器を利用することが課せられ、二つの
区画で全く別の姿勢で活動するよう方向づけられて
いた。床面は特別な区画以外は座ることのできない
領域として、姿勢の調整がなされており、大阪の乳
幼児にとっては床面に座ることも椅子に座ることも
共に落ち着く場であるのに対して、上海の乳幼児に
とっては特別な区画を除き、落ち着く場は椅子の座
面の上のみということになる。
乳幼児にとっての生活上での椅子の位置づけは、
このように文化によってかなり異なる様相を呈して
いることがわかる。

⚘．まとめ

本研究では、姿勢と視線を一定の方向に保持する
ことで、手を用いた微細な対象物の操作を可能に
し、対人的な関係を維持する有効な場を提供する椅
子という存在について、多方面からの研究視点を交
差させつつ考察を行った。そこから、乳幼児の椅子
にたいするかかわりは、居住環境を含む物的な環境
と、そこに既存の文化の体現者として存在する大人
からの直接・間接の関与を通じてその行為の様式が
形づくられていくことが示唆された。椅子と出合う
瞬間から、座る行為へと導かれていく過程につい
て、今後インタビューや観察記録の資料を分析し、

乳幼児が椅子に座る行為を学習する過程（1) ― 17 ―



考察するにあたってのいくつかの軸となる視点が浮
き彫りにできたものと考える。
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